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2
0
2
0

年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
主
会
場
と
な

る
新
国
立
競
技
場
に
つ
い
て
、
政
府
は
お
目
、
総
工
費
の
上
限

を
1
5
5
0

億
円
と
し
た
新
た
な
整
備
計
画
を
決
め
た
。
加
年

4

月
の
完
成
を
目
指
す
。
先
月
げ
日
に
白
紙
撤
回
を
表
明
し
て

1

カ
月
あ
ま
り
。
安
倍
晋
三
首
相
は
「
従
来
の
案
よ
り

1
0
0

0

億
円
以
上
削
減
し
、
大
幅
な
コ
ス
ト
抑
制
を
達
成
し
た
」
と

成
果
を
強
調
す
る
。
政
府
主
導
の
見
直
し
作
業
は
従
来
計
画
の

基
本
設
計
で
示
さ
れ
た
1
6
2
5

億
円
は
「
超
え
ら
れ
な
い
」

と
、
発
表
前
日
ま
で
ぎ
り
ぎ
り
の
削
減
が
続
け
ら
れ
た
。

（3
面
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、
お
面
に
関
連
記
事
）

間新

見
直
し
作
業
は
予
想
外
の
事一2
0

億
円
。
し
か
し
、
こ
れ
と

態
か
ら
始
ま
っ
た
。
従
来
計
画一は
別
に
追
加
整
備
の
た
め
1
3

で
公
表
さ
れ
た
総
工
費
は
2
5

一1
億
円
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
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↓ 14年5月基本設計公表

1625億円

I 15年7月
目実施設計公表

12520億円
I （追加整備を含めると）

~ .. 2651 億円

毎

「超えられぬ」従来案1625億円
新
た
に
判
明
し
た
の
だ
。
内
訳

は
芝
生
の
育
成
施
設
（
凶
億
円
）

や
最
寄
り
駅
と
の
聞
を
結
ぶ
連

絡
通
路
（
釘
億
円
）
な
ど
計
剖
億

円
。
さ
ら
に
大
会
組
織
委
員
会

が
電
源
の
複
線
化
な
ど
に
費
や

す
印
億
円
。
事
業
主
体
の
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
J

S
C

）
は
「
芝
生
の
育
成
は
競

技
場
の
完
成
後
に
設
置
す
る
も

の
。
連
絡
通
路
も
敷
地
外
の
た

め
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
。
意
図

的
に
低
く
す
る
つ
もP
は
な
か

っ
た
」
と
釈
明
し
た
が
、
政
府
関

係
者
は
「
五
輪
に
必
要
な
整
備
。

J
S
C

も
文
部
科
学
省
も
公
表

し
な
か
っ
た
の
は
お
か
し
い。

こ
れ
で
議
論
の
土
台
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
」
と
あ
き
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
比
較
対
象
の

金
額
は2
6
5
1

億
円
に
膨
ら

ん
だ
口
つ
ま
り
設
計
・
監
理
な

ど
の
関
連
費
用
（
郎
億
円
）
、

開
閉
式
屋
根
（18
2

億
円
）

な
ど
大
会
後
に
霊
童
を
支
送
り一
は
、
主宗
一？
匿の
象
徴
だ
っ
た

し
た
工
事費
2

9
9

霊
二
－
を合

一
「
キ’
t

ア
：

チ
」。
こ
れ
を
白

め
る
と
、
実
雲
主
主
重二
費
は

一紙
化
し
て
霊
長
の
費
用
は9
5

3
0

4
8

億
円
－
ノ
ラ
ク
出
身

一0
僅
戸J
P
52
3
8

億
円
に
縮

の
女
性
建
築
家、
一7

・

ハ
デ

一小
。

乏
べ
京
三
一
種
も
盟
万
4

5

ィ
ド
氏
がデ
ザ
イ
ン
し
た
従
来

一0
0

コ
一
一ヲか
ら
四
万4
5
0

の
旧
計
画は
最
後
ま
で
3
0

0

一0
平
方
》J
と
日
φ
削
減
し
た
。

O

億
円
台
を下
回
る
こ
と
はで

一政
府
関
係者
は
総
工
費
が
「
建

き
な
か
っ
た。
い
か
に
従
来
の

一設
業者
の
言
い
値
だ
っ
た
乙
と

計
画
が
ず
さん
だ
つ
で
か
c

改
一
も大
き
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

め
て
突
き
つけ
ら
れ
て
コ
ス
ト
一
総
工
費
は
当
初
1
7
0
0

億

削
減
が
始
ま
った
。

7
3
180
0

億
円
が
想
定
さ
れ

何
を
削る
か
、
何
を
残す
か
。

一
てい
た
と
い
う
。

し
か
し
、
遠
藤

政
府
関
係
者
は
「
総二
費
の
数
←
利
明五
輪
担当
相
は
「
国
民
の

字
は
毎
日動
い
た
」
とい
う
D

最
一理
解
が
得
ち
れ
な
い
」
と
判

も
削
減
効
果
が
大
き
か
っ
た
の

一断
。

さ
ら
に
削
減
を
続
け
、
羽
田 の

段
階
で
は1
6
4
0

億
円
ま

で
に
減
ら
し
た
。
最
後
に
手
を

つ
け
た
の
が10
0

億
円
程
度

の
空
調
施
設。
真
夏
の
大
会
の

た
め
熱
中
症
対
策
と
し
て
要
望

は
強
か
っ
た
が
、
遠
藤
氏
は
幻

自
に
安
倍
首
相
に
報
告
し
決
断

し
た
。
は
じ
か
れ
た
数
字
は
1

5
5
0

億
円
。
「
最
後
は
官
邸
の

判
断
0・
1
6
2
5

億
円
は
超
え

て
は
な
ら
な
い
」
と
文
科
省
幹

部
。
大
幅
な
削
減
策
は
何
と
か

ま
と
め
た
が
、
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。

【
田
原
和
宏
、
三
木
陽
介
、
山

本
浩
資
】

東京五輪工ンブレム

<>

悶
幽
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岡
国
<>

劇リべ
場エル
の｜ギ
ロジ｜
ゴユ・

TOKY02020 

と
独
自
性
を
強
調
し
た
。

佐
野
氏
の
原
案
は
赤
い
円
が

右
下
に
あ
り
「T
」
の
文
字
が

強
調
さ
れ
、
劇
場
ロ
ゴ
の
「

L

」

を
想
起
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
で
は

な
い
。
し
か
し
、
似
て
い
る
デ

ザ
イ
ン
が
商
標
登
録
さ
れ
て
い た

こ
と
で組
織
委
は
佐
野
氏
に

修
正
を
依
頼
。
次の
案
は
全
体

の
「
円
」
が
強
調
さ
れ
て
い
た
た

め
「
躍
動
感
が
な
い
」
と
再
度
修

正
を
求
め
た
。
最
終
案
は
商
標

申
請
や
登
録
に
似
て
い
る
も
の

が
な
い
と
判
断
し
決
定
し
た
。

エ
ン
プ
レ
ム
デ
ザ
イ
ン
審
査

委
員
代
表
の
永
井
一
正
氏
は

「
劇
場
の
ロ
ゴ
と
は
発
想
や
造

形
が
違
い
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら

五
輪
組
織
委
が
独
自
性
強
調

2
0
2
0

年
東
京
五
輪
の
公

式
エ
ン
プ
レ
ム
が
、
ベ
ル
ギ
ー

の
リ
エ
l

ジ
ュ
劇
場
の
ロ
ゴ
と

似
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
と
と

を
受
け
、
大
会
組
織
委
員
会
は

お
目
、
東
京
都
内
で
記
者
会
見

し
、
エ
ン
プ
レ
ム
制
作
者
、
佐 野

研
二
郎
氏
の
原
案
を
示
し
て

選
考
過
程
を
説
明
し
た
。
最
終

案
は
原
案
か
ら2
度
の
修
正
を

経
た
と
い
い
、
組
織
委
の
武
藤

敏
郎
事
務
総
長
は
「
原
案
は
劇

場
の
ロ
ゴ
と
は
別
も
の
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
だ
と
確
信
し
て
い
る
」
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見
る
と
全
く
違
う
」
と
述
べ
た
。

エ
ン
プ
レ
ム
は10
4

点
か
ら

3

点
を
選
び
、
審
査
委
員
の
議

論
で
決
ま
っ
た
が
、
8

人
の
う

ち
1

人
は
最
終
案
に
同
意
し
な

か
っ
た
。
【
浅
妻
博
之
】

．
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ス

h
N
V

動
画


